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卓球部　　　　　　　関西学生卓球連盟春季リーグ戦  
　　　　　　　　　　・男子１部　３勝２敗　４位  
　　　　　　　　　　・女子１部　０勝６敗　６位、入替戦の結果１部残留  
ソフトボール部　　　関西学生ソフトボール連盟春季リーグ戦１部　　４位  
空手道部　　　　　　西日本大学空手道選手権大会  
　　　　　　　　　　・男子団体組み手ベスト８  
　　　　　　　　　　・女子団体組み手ベスト８  
　　　　　　　　　　関西学生空手道個人選手権大会  
　　　　　　　　　　・女子組み手６０ｋｇ以下３位（木部　法学部４年）  
　　　　　　　　　　・　　　〃　６０ｋｇ超級３位（中村　法学部１年）  
　　　　　　　　　　・優秀選手賞受賞（木村　法学部４年）  
　　　　　　　　　　・　　　〃　　　（白井　法学部３年）  
　　　　　　　　　　・　　　〃　　　（竹平　法学部３年）  
バスケットボール部　関西学生バスケットボール新人戦　　２回戦敗退 
　　　　　　　　　　西日本学生バスケットボール選手権大会　３回戦敗退 
　　　　　　　　　　関西学生バスケットボール選手権大会　　３回戦敗退 
　　　　　　　　　　関西学生バスケットボール春季強化リーグ戦　　１勝８敗 
バレーボール部　　　第３１回西日本バレーボール大学男子選手権大会　　 
　　　　　　　　　　決勝トーナメント、２回戦敗退 
　　　　　　　　　　関西女子大学バレーボール連盟春季リーグ戦 
　　　　　　　　　　・男子２部　２勝５敗　順位決定戦２勝１敗 
　　　　　　　　　　・女子４部　０勝７敗　５部降格 
アーチェリー部　　　関西学生アーチェリー連盟リーグ戦 
 　　　　　・男子２部　２勝１敗 
 　　　　　・女子２部　１勝２敗 
硬式野球部　　　　　阪神大学野球連盟春季リーグ戦　　 
　　　　　　　　　　２部　　５勝７敗　４位　ベストナイン３名受賞 
　　　　　　　　　　阪神大学野球連盟新人戦　　１回戦敗退 
剣道部　　　　　　　大阪学生剣道新人大会　　団体３位　　 
　　　　　　　　　　敢闘賞受賞（前嶋　経済学部２年） 
　　　　　　　　　　関西学生剣道選手権大会　　３回戦敗退他 
　　　　　　　　　　大阪学生剣道選手権大会　　優秀選手賞受賞（永田　法学部４年） 
サッカー部　　　　　関西学生サッカー連盟春季リーグ戦　　２部Ｂブロック　８位 
体操競技部　　　　　西日本学生体操選手権大会　　 
　　　　　　　　　　松田（法学部４年）６７位、全日本学生選手権出場権獲得 
　　　　　　　　　　関西学生体操選手権大会　　３名出場、最高順位４４位 
バドミントン　　　　関西学生バドミントン選手権大会　　３回戦敗退他 
　　　　　　　　　　関西学生バドミントン連盟春季リーグ戦　　 
　　　　　　　　　　４部　　４勝１敗　２位、入替戦進出３部昇格 
陸上競技部　　　　　関西学生陸上球技対抗選手権大会 
　　　　　　　　　　・走高跳２位（下總　経済学部１年） 
　　　　　　　　　　・円盤投げ６位（外山　経済学部３年） 
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　今年も文化会本部主催の文化祭が八尾プリ
ズムホールにて盛大に開催され、本学の学生
を中心に１３０名近い参加をえることができま
した。 
　初日は、音楽系クラブのライブを地下１階の
小ホールにて行い、年に数回しかない合同イ
ベントの中でお互いのクラブの実力を遺憾な
く発揮していました。そして、最後の２バンドは、
合同バンドでのライブとなり、１組目の小岩丼
オレンジは、文化会という枠組みを越えてい
ました。体育会からチアリーダー部をゲストと
して招き、文化会の音楽系からも女性を呼び、
コーラス兼ダンサーとして参加してもらうな

どの趣向を凝らしたものです。大盛況のうち
に初日のライブを終えることができました。 
　２日目は、展示系クラブによる展示祭兼イベ
ントを行いました。各部共にクラブの個性を
十分に発揮しました。特に模型研究会は、モデ
ラーズコンテストと題し、模型研究会クラブ員
以外の学生たちが製作したプラモデルを展示
し、投票をしてもらい３位までの順位を決める
という、新しい企画を行いました。結果は１位
が小西達也(軽音楽部・文化会本部)２位小倉
輝之(軽音楽部・文化会本部)３位平川祐介(吹
奏楽部)でした。 
　今年の文化祭では、音楽系、展示系の各ク
ラブがお互いに趣向をこらし、新しい事に取り

組むことができたと思います。これからの文
化会本部、そして文化会クラブに期待してくだ
さい。更なる飛躍を目指したいと思います。 
　最後になりましたが、文化祭を開催するに
あたって、御協力頂いた関係者の皆様、そして
何よりお越し頂いたお客様に厚くお礼申し上
げます。 

７月１～２日、文化祭を開催！今年の文化祭は一味違う！ 

文化会本部　本部長　小西　達也 
 

全日本大学ソフトボール 
選手権大会出場！ 
１４年連続１５回目 

―全国ベスト８― 

大阪経済法科大学 
体育会ソフトボール部 
主将　安井　健 
 
　私たち体育会ソフトボ
ール部は、５月に行われた
近畿地区予選を勝ち抜き、
９月２日（金）から５日（月）
にかけて群馬県安中市で
行われた第４０回全日本大
学ソフトボール選手権大
会に近畿地区代表として
出場を果たすことができました。 
　今年のチームは、投手を中心とした守りの
チームなので、守備にはかなりの自信を持っ
ています。打撃陣にも、俊足、好打の選手が多
く、他大学のメンバーと比べても引けはとら
ないと思います。 
　選手権大会では、少ないチャンスを確実に
生かし、チームワークと自慢の守備で、全国ベ
スト８という成績を残せました。今後とも日々
の練習に真摯に取り組んでいきたいと思いま
すので、ご協力・ご支援のほどよろしくお願い
いたします。 

●第７回総会報告 
●懇親パーティー報告 
●２００４年度校友会事業報告 
●２００５年度校友会事業計画 
●校友会NOW 
●事務局だより 
●大学の近況 
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文部科学省大臣杯／第４０回 
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全国から校友が集い、 
第７回校友会総会開催さる 
 　梅雨明け前の大阪は連日の晴天が続き、７月
１６日（土）は３４度を超える真夏日となった。その
酷暑の中、全国から昨年度を上回る約１５０名の
校友・教職員・在学生がホテルニューオータニに
集まった。 
　斉藤公晴常任幹事の司会のもと、午後４時に
開会した校友会総会では、冒頭、伴井敬司校友
会会長から大略次のような挨拶が述べられた。 
①２００５年６月４日開催の校友会幹事会で第４
期校友会会長に選出された。 
②大変な名誉であり、責任の重大さを痛感して
いる。 
③これまでの３期６年間、校友会会長として幹事
とともに校友会の基盤づくりに邁進してきた。 
④全国に９つの支部を立ち上げ、校友会奨学金、
経法祭参加企画、卒業生祝賀会等の活動を通
じて、校友の親睦と連携を深め、母校の発展に
寄与してきた。  
⑤本日は多数の校友会員がこの場に参席いた
だいているが、今後ますます校友会を発展させ、
多くの会員が校友会に参加するよう努力してい
きたい。  
　つづいて、藤本和貴夫学長から挨拶を兼ねて、
大学の近況並びに今後の大学の方向性につい
てパワーポイントを使用しての報告があった。（学
長挨拶要旨参照） 
　つづいて、議事に入り、北垣義弘常任幹事
より「２００４年度事業報告及び収支決算書につ
いて」、「２００５年度事業計画及び収支予算書
について」の詳細な報告が行われた。その後、
阪本誠常任幹事より、６月４日開催の幹事会で
承認された伴井敬司会長以下５８人の第４期校
友会役員について報告があった。さらに、総会に
参加した沖縄、広島、香川、岡山、石川の５支部
の役員から、各支部の活動状況について報告
が行われた。 
　最後に、安田公治校友会副会長から閉会の
挨拶があり、午後５時、第７回校友会総会は無事
閉会した。 

第７回大阪経済法科大学 校友会総会会長挨拶要旨 藤本和貴夫学長挨拶要旨　－大阪経済法科大学の今－ 
 

◇支部役員挨拶◇ 
 

枡田博昭広島支部長 
 

 ご紹介頂きました
広島支部長を努め
ております枡田で
ございます。広島
支部は、１９９９年１
０月に全国で最初
に結成した支部で

約１５００名の校友がいます。広島支部のこの５
年間は、総会や役員会を中心に支部活動を行
って参りました。本年度も総会と役員会を中心
としながらも役員会において支部活動の充実に
向けた意見交換を行い、積極的な支部活動を
行いたいと考えています。また、校友会は、支部
活動が土台となって発展していくと思っておりま
す。今後は、支部間の交流という観点からも、ブ
ロック単位での校友会支部活動の企画等を検
討しご提案させていただきながら、支部活動を
行っていきたいと思っております。  
 
 
具志堅充彦沖縄支部長 
 

　沖縄支部の具
志堅です。沖縄
支部の活動をご
報告させていただ
きます。沖縄支部
は役員会と支部
総会の２本柱の

集まりが基本的な活動となっています。今年３月
に開催しました総会には、現役の学生にも参加
案内を行い、５名の後輩達に参加して頂き、卒

業生と在学生を結ぶ契機になったと考えています。 
　また、私たち支部役員も年内に支部独自の事
務局を立ち上げて、支部独自の活動を充実させ
るための体制を作ろうと、今話し合いをしている
最中です。次回の総会では、事務局の活動につ
いても報告することができると思います。 
　やはり、校友会発展のためには、大学、校友会
本部、各支部の連携と協力が必要ですので、そ
のためにも沖縄支部は努力していきますので、ご
支援くださるようお願いし、支部の報告とさせてい
ただきます。 
 
 
石塚央香川支部長 
 

　香川支部の石塚
と申します。香川支
部は、校友会が創
立された同じ年に設
立され、卒業生も約
６００名程います。現
在は支部の行事へ

一人でも多くの校友が参加できるよう努力してお
ります。 
　香川支部は、「誰でも気軽に参加でき、みんな
の力で支部を作って行こう」をモットーにしています。
したがいまして、設立当初から支部総会には、卒
業生のお父さんが参加されたり、最近では在校生
が毎回出席しています。多くの在校生に出席して
いただくためにも、夏休み、あるいは冬休み、春休
みの時期を活用し、支部総会を開催するすること
を基本的な考えとしています。在校生と校友会と
のつながりを大切にすることは、何よりも先輩とし
て後輩に対して役に立ちたいという想いと、その
つながりを通じて将来の香川支部の活動を担う
後輩を育てるという目標があります。また、香川支
部は、女性も幹事として名を連ねており、和気藹々

と活動ができる支部を今後とも目指したいと考え
ています。 
　まだまだいたらない支部ですが、皆さんのご協
力を得まして、より良い支部をつくっていきたいと
思っておりますので、今後ともよろしくお願いします。 
 
 
常井暁岡山支部副支部長 
 

　岡山支部副支部
長を務めさせて頂
いております１９期
生の常井と申します。
岡山支部は、総会
を年１回開催してい
ます。それと支部役

員会を年３回程度行っています。あれこれと理由
をつけて経法大卒業生の仲間同士で飲んでワイ
ワイやっているのですが、そこでは、経法大のため
に岡山支部がどうあるべきかを語り合っています。 
　本日の総会には、在学生の方も参加されてい
ますが、「経法大が大好きだ」と自信を持って言え
る在学生の方は何人いらっしゃいますか？何故こ
ういう質問をしたかと言いますと、本日の総会参
加者は、経法大卒業生として愛校心を持った卒
業生の方々だと思います。在学生の方も、この卒
業生の熱い思いを受けて、経法大を自信を持っ
て語れるような人間になって頂きたいと考えてい
ます。そうでなければ、この校友会も衰退していく
のではないかと思うからです。 
  一方で、岡山支部としましても、在学生の皆さん
や卒業生の皆さんに何ができるのかを考えていま
す。その方向性としましては、岡山出身者の在学
生の就職相談窓口であったり、社会人になって人
間関係が難しい場合の相談窓口、世代を越えて
経法大の卒業生がお付き合いできる環境づくり
等です。そのための準備を進めています。 

　在学生の皆さんが頑張れば卒業生も頑張れる。
逆に卒業生が頑張れば在学生も頑張れる、とい
った関係が大切だと思います。一人でも多くの方
に声掛けをして頂きまして、経法大の歴史、伝統、
文化を築いていくべきではではないかと思います。
簡単ではありますが支部の報告とさせて頂きます。 
 
 
松井信司石川支部長 
 

　石川支部で支部
長を務めています
松井です。事業報
告としまして昨年１１
月２７日に支部総会
を開催しました。支
部総会に向けて、

本日総会に参加しています山下副支部長のお力
を借りて、石川県在住の多くの校友に直接電話
で参加案内のアプローチをしました。今年の総会
は１０月か１１月に開催する予定です。内容は現在
検討中ですが、昨年の総会時には、「総会だけで
はなく、皆さんと親睦を育みたいということでゴル
フコンペでも行おうじゃないか」という意見も出て
いました。支部役員の意見を集め親睦を育める
企画を準備したいと思っています。石川支部は、
総会でも１０人前後の集まりしかない支部ですが、
気長に、校友の皆さんが総会に参加したいなとい
う気持ちになるような企画作りに努力し、いつで
も支部総会に出ていただけるような支部にしたい
と思います。今後とも大学事務局の皆様と校友
会役員の皆様からのご支援をお願いいたします。 

　本日は第７回総会おめでとうございます。皆様
の中には、既に卒業されてから３０年以上の方も、
それから昨年卒業された方もいらっしゃると思い
ますが、現在の大阪経済法科大学はどのように
なっているのかについて、今日は簡単にお話して
ご理解いただければと思います。大阪経済法科

大学は１９７１年の創設以来、およそ３万５千人の
卒業生の皆さんを世の中に送り出し、いまや中
堅大学としての地位を固めております。 
　大学の現況について教育を中心として申し上
げますと、学生の将来の進路や関心、職業選択
に配慮した教育プログラムの整備にこれまでも
力を注いできましたが、この点を一層充実するため、
コース制の導入に踏み切りました。法学部は２００
３年度より、「法曹コース」、「公務員コース」、「企
業人コース」、「生活環境コース」の４つのコース
制を取り入れ、学生は２年次よりいずれかのコー
スを選択することで、自己の将来設計をより明確
に意識するようになります。すでに現在、３年生が
それぞれのコース選択の上にたった勉学に励ん
でおり、近くその成果が期待できるものと考えて
おります。 

  本日は第７回校友会総会にご出席いただき有
り難うございます。校友会幹事会を代表いたし
ましてご挨拶を申し上げます。 
  先ず、先日開催されました校友会幹事会にお
いて第４期校友会会長に選出されました。これ
は大変な名誉なことであると同時に責任の重大
さを痛感しています。これまでの３期６年間は、校
友会会長として幹事とともに校友会の基盤づく
りに邁進してきました。全国に９つの支部を立ち
上げ、校友会奨学金、経法祭参加企画、卒業生
祝賀会等の活動を通じて、校友の親睦と連携を
深め、母校の発展に寄与してきました。本日は多
数の校友会員に参席していただいていますが、
今後ますます校友会を発展させ、多くの校友会
員が校友会に参加するよう努力していきたいと
思います。 
　さて、最近、関心のある出来事がありました。
それは、少子化社会の中で、定員割れの大学が
増え、大学経営で初めて民事再生法を申請した
大学が現実のものになったことです。大学を取
り巻く状況が厳しくなる中、校友会は、母校に対
して何ができるのかということも含めて、原点に
立ち返って、校友会の運営について考える必要
があるのではないかと感じています。そのために
も、本日の総会で皆さんの忌憚のないご意見を
頂きたいと願っています。 
  私は、先日、在学生の父母・保護者で組織され
ています「大阪経済法科大学教育後援会」の
総会に招かれ、お話しする機会がありました。そ
こで、好きなテレビ番組の中で語られる言葉を
紹介いたしました。それは、「出会いは人を変え、
時は人を育てる」という言葉です。まさにそれが
校友会にとっても、それぞれの人生にとっても大
切なものではないかと思っています。人と出会う
事、出会う人の多さというものが、その人の「人」
としての大きさに繋がっていくのではないかと思
います。経法大の卒業生であるという共通項で
校友会に積極的に参加され、世代を越えて色ん
な方とお付き合いをして頂くということが、経法
大の校友にとって非常に役に立つのではない
かと、また役に立つための校友会にしたいと思っ
ております。 

  そして、先ほどお話ししました、
幾つかの大学が経営難に直
面している時代に、校友会が
母校に何ができるのか、どのよ
うな協力ができるのかというこ
とについても考える必要があ
るのではないかと思います。そ
れは、母校に物申す校友会に
なる必要はないとは思いますが、
何らかの形で学校運営に協力

ができれば、また卒業生の輪を更に広げることが
出来ればと思います。と言いますのは、ある大学
の民事再生法申請の新聞記事に書いていまし
たが、母校が無くなるということは、皆さんは経験
の無いことですが、母校が無くなった時、卒業証
明書は何処でもらうんだろう？という現実的な問

題が実際起こるわけです。母校が無くなるという
ことは、私達が思っているほど簡単なことではな
いのではないかと、その新聞記事に触れ感じました。 
　大学を通じて、経法大の卒業生を通じて、色ん
な活動をする中で、大学に何らかの形で卒業して
からも寄与きるということは喜ばしい事だと思い
ます。それが校友会というこの会を通じて、お互
いがより輪を広げ、人間として成長していける場
として校友会を活用していただき、そして母校に
何らかの貢献ができればと思います。 
  私は、今期で会長を４期務めることになりました。
校友会設立時から会長職を引き受けさせていた
だいていますが、しっかりとした組織作りを行い、
次の世代に引き継いで行きたいと思っています。
是非、多くの方が校友会活動へ積極的に参加さ
れ、本日の総会の場、または校友会事務局への
直通電話で、積極的なご意見を頂きますようお
願いし、私の挨拶とさせて頂きます。本日はありが
とうございます。    

♣
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■教育後援会会長挨拶 
 

　ただいまご紹介いただきました、森でご

ざいます。 

　この一年間、教育後援会の会長として、

微力ではございますが、在学生の学生生

活の充実のため、また、大学の発展のため、

つとめさせていただくことになりました。 

　本日は、校友会の第７回総会及び懇親

パーテイーにお招き頂き、感謝申し上げます。

校友会が、約３万５千名の卒業生の熱望

に応え、１９９９年６月に結成され、今日に至

るまで、実に多彩な取り組みが行われてき

たことと存じます。そして、これらの実践が

卒業生の皆様の厚い支持を得ながら、親

睦団体という枠組を越えて、年を重ねる毎に、

その活動の範囲を着実に広げられ、ＯＢ・Ｏ

Ｇお一人お一人が、ご自身の能力を向上

させるという目的意識を持たれ、そして集わ

れているということをお伺いし、改めて、伴

井会長様を始め、役員の皆様のご尽力に、

心から敬意を表します。 

　さて、大阪経済法科大学教育後援会は、

「大学の教育方針に則り、大学と家庭との

連絡を密にし、教育事業の援助・会員相

互の親睦を図ること」を目的とし、１９８３年

に父母会として発足しました。本年度からは、

教育後援会と名称を改め、活動を行って

おります。この間、学生の教育研究活動、

課外活動への支援、経済的な理由で学費

の支弁が困難な学生に対しての奨学事業、

父母懇談会の開催時における特別講演

会の開催、地方での父母懇談会の支援な

ど、会員相互の親睦や交流のための事業も、

地域社会とも連携をとりつつ、積極的に展

開し続けてきました。 

　このように、大学と家庭、さらには地域社

会をつなぐ重要な役割を、教育後援会が

担ってまいりましたことが、在学生の教育

文化環境の充実や、学業支援に大きな力

となってきたものと自負するものであります。 

　大阪経済法科大学は、１９７１年に創立

以来、約３万５千名の卒業生を社会に送り

出され、数多くのＯＢ・ＯＧたちが各界各分

野で活躍されておられると伺っております。 

　教育後援会といたしましては、大学と父母、

大学と卒業生、卒業生と父母がともに、関

係を緊密にして、大学の発展をともに願い、

諸活動の充実をはかって参りたいと考えて

おります。 

　在学生は、ＯＢ・ＯＧの皆様を熱い視線

で見つめています。将来の自分と重ね合

わせて、見ているのだと思います。そのよう

な意味でも在学生にとって、ＯＢ・ＯＧの皆

様のご活躍ほど、勇気と希望を与えられる

ものはございません。 

　校友会の皆様には、是非とも、国内、海

外を問わず、各界各層でご活躍の卒業生

の皆様から、在学生に対して、愛情、魅力

溢れる機会のご提供をお願いしたいと思

います。例えば、講演会や企業インターン

シップ等でのご指導等の機会を頂戴でき

ないものか、今後、そのような企画につい

てのご検討を切にお願い申し上げる次第

です。 

　最後に、大阪経済法科大学に学ぶ学生

一人一人の将来が、より豊かなものとなる

こと、卒業生の皆様の益々のご活躍、本日

ご参集の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、

大阪経済法科大学の益々の発展を祈念

いたしましてご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。 

♣　経済学部も２００４年度より「ビジネス・コ
ース」、「総合経済コース」、「エコノミストコース」
の３つのコースを導入しました。各学部は、それ
ぞれのコースに、コース責任者の教員を配置し、
教育のより一層の改善と充実に努めております。 
　これらのコース制の現状を見ますと、法学部
の「公務員コース」を始めとして、公務員を志望
する学生の比重が非常に高くなっているのが特
徴です。そのため、２００４年度から、「公務員志
望学生のための支援対策委員会」を設置し、志
望を実現させるためのさまざまな支援対策を組
織的に展開してきました。皆様ご存知のとおり、
本学は正課授業とタイアップした課外学習の場
としてのエクステンション・プログラムでこれまで
多くの成果をあげおりますが、本年度からは、さら
に正課授業そのものに、公務員試験の最初の
関門となる教養・知能試験に対応する科目群を
配置しました。それは、「文章理解」「判断推理」
「数的推理」「資料解釈」などと言われる科目で、
事務能力など個人のさまざまな物事に対する対
応能力を測るものだと言われております。予想
以上の学生が受講を希望し、大きな手ごたえを
感じております。 
　なお、２００４年度の資格取得者は、法科大学
院進学や社会保険労務士などを含め、２０００年
度のほぼ３倍にあたる３９８名を数えました。今後、
さらに資格取得者の拡大に力を入れていきたい
と考えております。 
　これに加えて、本年４月、１号館１階に「学習支
援センター」を開設しました。同センターは履修
相談を始め、学生のあらゆる問題に対する相談
窓口の機能を果たし、相談内容によって、教務・
学生・就職など関連部署との連携をはかってい
ます。さらに、「学習支援センター」には常駐の
職員だけでなく、専任教員が「学習支援センター・
オフイスアワー」を設けて常駐しており、近年ニ
ーズが増大している公務員や大学院志望者へ
の適切なアドバイスを行うとともに、必要な場合
には学習を補助する「ショートプログラム」を開
設して、学生支援を行っています。 
　また、教育の国際化という面でも、これまでの
英語圏と中国留学コースに加えて、来年度より
韓国留学コースを立ち上げるべく現在試行中で
あります。さらに、すでに相当数の学生が体験し
ているインターンシップについても、諸先輩のご
協力により、本年度より海外においても、中国で
の企業研修が可能となりました。 
　今後、大学はより一層、卒業生の皆様との緊
密な連携のもとに、できうる限りの社会貢献・地
域貢献や社会との連携を深めたいと考えていま
す。 
　最後に、大阪経済法科大学は、より一層特色
ある高等教育機関として、２１世紀に活躍する人
材の育成を目指します。校友会の皆様には、今
後とも、後輩たちのためにご支援ご鞭撻をよろ
しくお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。 
 

２００５年７月１６日（土）に第７回大阪経
済法科大学校友会総会終了後、“ホ
テルニューオータニ大阪”の「鳳凰の
間」にて懇親パーティーが開催された。 

　三戸泰樹幹事（１９９３年度卒業）の司

会進行のもと、まず沢勲副会長（学長補佐）

から開会の挨拶がおこなわれ、続いて森

喜代美教育後援会長から祝辞を頂いた。

そして、枡田博昭広島支部長（１９７６年卒業）

による乾杯の音頭で懇親パーティーがス

タートした。 

　各テーブルでは、久々の再会ということ

もあり同級生同士の輪、先輩後輩の輪、

卒業生と教員の輪など、あちらこちらで喜

び合う和やかな懇談の光景が見られた。

しばし歓談した後、在学生（文化会クラブ）

たちのバンド演奏が始まり会場はとても盛

り上がり演奏している在学生たちもヒート

アップし演奏終了後、会場から盛大な拍

手が響き渡った。 

　バンド演奏の盛り上がった余韻を残し

つつ、今回の懇親パーティーでメインとも

言える大抽選会が三戸泰樹幹事（１９９３

年度卒業）と本学の卒業生で「和歌山 

ＬＯＶＥ　ＳＯＮＧ」等のヒット曲で有名な

ＷＩＮＤＳ（ウインズ）の平

坂佳久（１９８０年度卒業）

さんを進行役に抽選会が

スタートした。会場のみん

なが注目しているのは、な

んといっても抽選会の賞

品である。中でも液晶テ

レビやＤＶＤレコーダー等

の豪華賞品があると聞い

たときには、会場全体の

盛り上がりが最高潮にな

り、どうしても当てて賞品を持って帰りたい

という卒業生、在学生、教職員の気持ちが

一つになった。抽選で当選した人、また当

選しなかった人がいたが、全員が当選した

人に対して拍手を送り大抽選会を終了した。 

　喜びを分かちあう時も、あっという間に

過ぎていく中、最後に卒業生、在校生、教

職員全員で学歌「われらが白き学舎に」を

熱唱し懇親パーティーを締め括った。参加

した校友たちは、また来年も会うことを約

束しながら懇親パーティー会場を後にした。 

 

開会の挨拶をされる沢勲副会長（学長補佐） 

乾杯の音頭をとる枡田博昭広島支部長 

子ども全員にお菓子のプレゼント 

ＷＩＮＤＳ（ウインズ）の平坂佳久 
さんを進行役に大抽選会が 

行われた。 

卒業生、在校生、教職員全員で学歌を熱唱 

在学生のバンド演奏 

懇親パーティー報告 

懇親パーティー報告 



6 7

１）第６回校友会総会・懇親会     

２００４年６月２６日（土）　ホテルニュ－オ－タニ

大阪で開催参加１１５名（内卒業生６５名） 

 

Ⅰ 部　 総会 

　・２００３年度校友会事業報告及び収支決算報

　告 

　・２００４年度事業計画及び収支予算書報告 

　・第３期校友会新幹事について 

Ⅱ 部　講演会 

　・講師：井川一久　氏 

　（本学アジア太平洋研究センタ－客員教授） 

　・講演テ－マ：「イラク戦争とベトナム戦争」 

Ⅲ 部　懇親パ－ティ－ 

 

２）幹事会・常任幹事会・その他委員会 

奨学金選考委員会 

　・開催日：２００４年６月２６日 

　・選考の結果、１８名を採用 

第２３回校友会幹事会 

　・開催日：２００４年７月３１日 

　・父母会及び学生団体との連携強化について 

　の審議 

　・第６回校友会総会実施結果と今後の課題に

　ついての審議 

　・２００４年度校友会事業計画役割分担・支部担

　当事業計画（案）についての審議 

　・校友会経法祭参加企画についての審議 

第２４回校友会幹事会 

　・開催日：２００４年１０月２日 

　・経法祭参加企画の内容報告 

　・校友会支部活動支援についての審議 

　・校友会総会の日程の承認 

　・今後の校友会事業計画についての審議 

第２５回校友会幹事会 

　・開催日：２００４年１２月４日 

　・石川支部総会開催報告及び支部役員・幹　

　事の承認 

　・高知支部役員会開催報告 

　・沖縄支部役員会開催日程の報告 

　・２００５年度校友会総会準備についての審議 

　・今年度の事業計画の進捗状況についての

　報告 

常任幹事会 

　・開催日：２００５年３月１２日 

　・懸案問題についての審議 

　・役員改選についての審議 

　・２００５年度事業計画についての審議 

　・第７回校友会総会・懇親会開催についての

　審議 

第２６回校友会幹事会 

　・開催日：２００５年３月１２日 

　・２００４年度校友会事業計画の進捗状況と中

　間決算についての審議 

　・２００５年度校友会事業計画と予算概算につ

　いての審議 

　・校友会役員の改選についての審議 

　・第７回校友会総会・懇親会開催についての

　審議 

総会運営委員会 

　・開催日：２００５年４月７日 

　・総会・懇親会内容の審議 

常任幹事会 

　・開催日：２００５年５月２９日 

　・２００４年度事業報告及び決算についての審

　議 

　・２００５年度事業計画及び予算についての審

　議 

　・第４期役員人事についての審議 

　・第７回校友会総会実施要領についての審議 

 

３）地域支部活動             

①東　京    総会開催にむけて準備中 

②石　川    '０４/１１/２７　支部総会開催 

　　　　　（新役員選出）　　　　　  

③愛　知    '０５/２/２６支部役員会  

④岡　山    '０５/２/２６支部役員会　  

⑤広　島    総会開催にむけ準備中 

⑥香　川    '０４/８/２１　支部総会開催 

　　　　　（新役員選出）    

⑦高　知    '０４/１１/２７支部役員会 

　　　　　 '０５/ １/２９支部総会開催 

　　　　　（新役員選出）　 

⑧福　岡    総会開催に向けて準備中 

⑨沖　縄    '０４/１２/１８支部役員会、 

　　　　　 '０５/ ３/５支部総会（新役員選出）

  

４）校友会報　２００４年５月３０日に第９号発刊 

 

５）学生活動支援                 

 

①校友会奨学金 

　'０４/６/２６　　選考委員会　 

　（1８名の２００４度奨学生を採用） 

②経法祭参加企画 　 

　'０４/１１/５　　ウインズコンサ－ト・バンドコ

　ンテスト支援 

　'０４/１１/６･７　コ－ヒ－とパンの店､バザ－

　等、校友６４名参加  

③卒業生祝賀会    　　  

　校友会としてはじめて祝賀会を企画・運営 

④校友会紹介パンフ作成 

　卒業式当日に卒業生全員に配布。 

⑤学生支援 

　'０５/２/１７の学生３団体との協議を経て、カ

　ラオケ機１セットを寄贈。  

  （予備費＜学生支援等＞予算から支出） 

 

６）事務局の強化                                   

①職員１名を校友会事務局担当係とする。 

 

７）１０周年記念事業          

　１０周年記念事業に向けた積立を開始。  

 

８）その他                       

   父母会との連携 

  '０５/２/５父母会役員との懇談会開催。 

　（父母会４名、校友会５名、大学２名） 

 

２００４年度校友会事業報告 
 

１）第７回校友会総会・懇親パーティー                                     

 

日　　　　時　　　２００５年７月１６日（土）　１６：００～２０：３０                 

場　　　　所　　　ホテルニュ－オ－タニ大阪                     

懇親パーティー参加費      ３，０００円                                             

＜プログラム＞                                                             

 Ⅰ部　校友会総会                                                         

 Ⅱ部　懇親パ－ティ－                                                   

                                                                                 

２）幹事会・常任幹事会・その他委員会                                           

①幹事会は年５回程度開催予定。常任幹事会は適宜開催。                 

②幹事会の機能強化と役割分担の明確化。                                     

 

３）支部組織支援                                                               

①東京、福岡の再構築、他は継続性を保つ。関西で一つ新支部立ち上げ

　検討。職域支部の設立の検討。                                              

②支部活動企画運営補助を引き続き行う。                                     

 

４）学生活動支援                                                               

①校友会奨学金（優秀な資質を有しながら経済的理由により学業の継

　続が困難な学生に対し選考の上、月額２万円×１２ｹ月の２４万円を給

　付）              

②経法祭参加企画                                                           

③卒業生祝賀会支援                                                         

④校友会ネ－ム入り学位記カバ－贈呈（卒業生全員に）＜新規予算＞ 

⑤卒業生に対する校友会紹介パンフ作成                                       

⑥学生活動援助金                                                           

　本学学生の自主的活動に対し援助金を支出する。                             

 

５）広報                                                                       

①校友会報第１０号の発行                                                   

②校友会ホ－ムペ－ジの充実（２００５年度５０万円を予算計上）          

 

６）事務局の強化                                                               

①職員１名を校友会事務局担当係とする。                                     

②事務局のアルバイト費として２０万円を予算計上。                         

①校友会専用電話回線の設置。（TEL/FAX　０７２９ー４１ー８２６８)  

 

７）１０周年記念事業                                                           

　１０周年記念事業のための積立を引き続き行う。                              

　　  　　　　　　　　　　　 

２００４年４月０１日から 
２００５年３月３１日まで 

（単　位：円） 

（単　位：円） ◇支出の部 

◇収入の部 

   項   　目          　　  予算額               決算額                差    異         　           備　       考 　　　　　 

項   　目          　　   予算額             　決算額                差    異         　           備　       考 　　　　　 

２００４年度校友会収支決算書 

１．校友会費 
　　準会員　　　
　　正会員 
　　特別会員  
 
２．懇親会参加費 
 
３．受取利息 
　 
　小計 
　前年度繰越金 
　収入の部合計     

１．総会 
　総会等運営費 
　報酬委託手数料
　印刷製本費 
　旅費交通費 
 
２．幹事会 
　会談費 
　旅費交通費 
　 
３．支部活動支援 
　会議費 
　旅費交通費 
　活動援助費 
 
４．会報・広報 
　印刷製本費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
 
５．学生支援 
　奨学金費 
　卒業生名簿 
　卒業祝賀会 
　経法祭参画費 
　学生活動援助費 
 
６．共通・事務費 
　印刷製本費 
　消耗品費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
　人件費 
　渉外費 
 
７．１０周年記念事業積立金繰入 
 
８．予備費 
　 
　小　　計 
　次年度繰越金 
　支出の部合計　 
 

 
18,940,000 
1,000,000 
200,000 

 
300,000 

 
　100 

 
20,440,100 
9,344,008 
29,784,108

 
2,500,000 
300,000 
380,000 
300,000 

 
 

500,000 
200,000 

 
 

900,000 
500,000 
500,000 

 
 

1,200,000 
2,000,000 
400,000 

 
 

4,800,000 
500,000 
1,000,000 
300,000 
1,000,000 

 
 

400,000 
400,000 
500,000 
100,000 
1,200,000 
100,000 

 
5,000,000 

 
2,000,000 

 
26,980,000 
2,804,108 
29,784,108

 
2,061,282 
104,474 
552,300 
183,980 

 
 

225,187 
211,350 

 
 

583,609 
419,480 

0 
 
 

1,220,100 
1,903,116 
288,351 

 
 

4,320,000 
215,250 
855,000 
431,747 
577,500 

 
 

242,550 
178,120 
217,960 
16,395 

0 
83,211 

 
5,000,000 

 
1,890,000 

 
21,780,972 
6,434,084 
28,215,056

 
438,718 
195,526 
△172,300 
116,020 

 
 

274,813 
△11,360 

 
 

316,391 
80,520 
500,000 

 
 

△20,100 
96,884 
111,649 

 
 

480,000 
284,760 
145,000 
△131,747 
422,500 

 
 

157,450 
221,880 
282,040 
83,605 

1,200,000 
16,789 

 
0 
 

110,000 
 

5,199,028 
△3,629,976 
1,569,052

 
18,206,000 
420,000 
20,000 

 
225,000 

 
48 
 

18,871,048 
9,344,008 
28,215,056

 
734,000 
580,000 
180,000 

 
75,000 

 
52 
 

1,569,052 
0 

1,569,052

在学生 

卒業生 

教職員等 

７５名 

総会・表彰・懇親会等 

封入作業費・講演会、演奏会等企画費 

案内状（カラー刷り）等 

支部役員等出席旅費 

 

幹事会開催費用（年６回開催） 

支部役員等出席旅費 

 

支部総会開催費 

支部総会への出席旅費等 

支部活動・運営・企画補助 

校友会報発行 

校友会報発送費 

発送代行費 

１８名 

校友会紹介パンフ作成 

設営・音響費含む 

テント・企画運営費 

学生企画・活動援助金 

封筒等 

会報送付用タックシール等 

支部活動通信費等 

振込手数料等 

事務局関係実務 

父母会役員との交流会 

 

カラオケ機器寄贈（学生支援） 

 

２００５年度事業計画 
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N　　　　W
 

校友会ナウ  
 

各都道府県の 
校友会支部 

ホームページアドレス http://www.keiho-u.ac.jp 
 

２００５年４月０１日から 
２００６年３月３１日まで 

（単　位：円） 

（単　位：円） ◇支出の部 

◇収入の部 

２００５年度校友会収支予算書 

１．校友会費 
　　準会員　　　
　　正会員 
　　特別会員  
 
２．懇親会参加費 
 
３．受取利息 
　 
　小計 
　前年度繰越金 
　収入の部合計     

１．総会 
　総会等運営費 
　報酬委託手数料 
　印刷製本費 
　旅費交通費 
　通信費 
 
２．幹事会 
　会議費 
　旅費交通費 
 
３．支部活動支援 
　会議費 
　旅費交通費 
　活動援助費 
　 
４．会報・広報 
　印刷製本費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
 
５．学生支援 
　奨学金費 
　卒業記念品等 
　卒業祝賀会 
　経法祭参画費 
　学生活動援助費 
 
６．共通・事務費 
　印刷製本費 
　消耗品費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
　人件費 
　渉外費 
　雑費　 
 
７．１０周年記念事業積立金繰入 
　 
８．予備費 
　 
　小　　計 
　次年度繰越金 
　支出の部合計　 
 

 
18,030,000 
500,000 
100,000 

 
300,000 

 
　100 

 
18,930,100 
6,434,084 
25,364,184

 
3,000,000 
300,000 
550,000 
300,000 
2,000,000 

 
 

300,000 
300,000 

 
 

900,000 
1,000,000 
500,000 

 
 

1,200,000 
2,000,000 
800,000 

 
 

4,800,000 
1,050,000 
1,000,000 
300,000 
740,000 

 
 

400,000 
600,000 
500,000 
150,000 
200,000 
100,000 
50,000 

 
1,000,000 

 
200,000 

 
24,240,000 
1,124,184 
25,364,184

 
2,500,000 
300,000 
380,000 
300,000 

0 
 
 

500,000 
200,000 

 
 

900,000 
500,000 
500,000 

 
 

1,200,000 
2,000,000 
400,000 

 
 

4,800,000 
500,000 
1,000,000 
300,000 
1,000,000 

 
 

400,000 
400,000 
500,000 
100,000 
1,200,000 
100,000 

0 
 

5,000,000 
 

200,000 
 

26,980,000 
2,804,108 
29,784,108 

 
 

 
500,000 

0 
170,000 

0 
2,000,000 

 
 

△200,000 
100,000 

 
 
0 

500,000 
0 
 
 
0 
0 

400,000 
 
 
0 

550,000 
0 
0 

△260,000 
 
 
0 

200,000 
0 

50,000 
△1,000,000 

0 
50,000 

 
△4,000,000 

 
△1,800,000 

 
△2,740,000 
△1,679,924 
△4,419,924

 
18,940,000 
1,000,000 
200,000 

 
300,000 

 
100 
 

20,440,100 
9,344,008 
29,784,108

 
△910,000 
△500,000 
△100,000 

 
0 
 
0 
 

△1,510,000
△2,909,924
△4,419,924 

 

総会・懇親会等 
封入作業・発送代行費 
案内状（カラー刷）、出欠ハガキ、振込用紙 
支部役員等出席旅費 
総合案内状等発送費 
 
 
幹事会開催費用 
支部役員等出席旅費 
 

支部総会開催援助費 
支部総会への出席旅費等 
支部活動・運営・企画補助 

校友会報発行 
校友会発送費 
封入作業・発送代行費・HP制作費 

２０名×２万円×１２ヶ月 
校友会紹介パンフ作成、学位記カバー贈呈 
 
企画運営費 
学生企画・活動援助金、カラオケランニングコスト等 

封筒等 
インクリボン、fax電話、PC等 
支部活動通信費、事務電話通信費等 
振込手数料、電話敷設工事費等 
事務局アルバイト費（総会資料作成等） 
 
 

在学生 
卒業生 
教職員等 
 
100名×3,000円=300,000円 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

 

　第５回香川支部総会報告 
 
　２００４年８月２１日（土）に、高松市内「喜代美
山荘花樹海」にて、第５回香川支部総会が開催
されました。午後６時より始まった総会及び懇
親会には、夏休み期間を利用し帰省していた香
川出身の在学生を含み、１６名の校友が参加し
ました。総会の冒頭、石塚支部長の挨拶、伊奈
健二経済学部教授（当時）の挨拶、出席者自己
紹介があり、その後、議事に移っていきました。
議事の審議では、香川支部規約の改正につい
て審議承認され、支部役員体制を強化するた
めに副支部長の定員が２名増加されました。引
き続き、第３期香川支部役員の選出が行われ、
新任２名を含め１３名の役員が選出されました。 
　総会後に行われた懇親会は、高松市内を一
望できる素晴らしい宴会場で、瀬戸内海に沈ん
でいく夕陽を浴びながらの交流となりました。
今回の総会は、若い世代の参加者も増え、世代
の広がりを感じさせるものとなりました。懇親
会は、懐かしい話から今後のビジネスの話まで、
参加者間で多いに盛り上がり、お開きとなりま
した。 

　第２回高知支部総会報告 
 
　第２回高知
支部総会が、２
００５年１月２９日
（土）１７時３０分
より高知新阪
急ホテルで開
催されました。
総会には２３名
の校友が出席し盛会となりました。総会では、
最初に出席者から自己紹介が行われた後、小
橋支部長から「２年前に支部を立上げ、２年間
のブランクがあったが、本日第２回の総会が開
催された。校友会高知支部は、横のつながりを

第一の目的
にしている。
校友会支部
において各
校友が横の
つながりを活
用し、各自に
とって有意義

な支部になることを願っている。」との挨拶が
行われました。引き続き、本部校友会総会や各
地域校友会活動の紹介、今後の支部活動につ
いての意見交換が行われました。そして最後
に役員の改選が行われ、現役員全員留任と新
役員１名（２８期生）が承認されました。総会終
了後は、懇親会が行われ校友間の交流を深め
るなど有意義な総会となりました。 

　第３回石川支部総会報告 
 
　石川支部（２０００年９月結成）の第３回支部総
会は、昨年１１月２７日（土）午後６時よりＫＫＲホ
テル金沢（出席者１２名）で行われました。まず、
松井支部長及び安田校友会副会長より開会の
挨拶がなされました。続いて事務局より事業報
告・収支予算等の報告及び２００４年度事業計画
などの報告が行われました。 
　今回の支部総会の議事としては、①今後の
支部活動について②支部役員改選などを行い
ました。支部活動については、支部組織の強化
や情報発信、各種行事の企画などについて意
見交換をし、今後の支部組織の活性化に向け
て取組んで行くことを確認しました。また、支
部役員の改選については、松井支部長以下支
部役員の留任（４名）を承認するとともに、新た
に支部幹事５名を選出（計９名）しました。 
　総会後には、和やかな雰囲気での懇親会が
行われ、卒業生の近況報告や思い出話を交え
ながら、今後より一層の校友会事業の発展を願
い、校友の親睦を深めました。  

　第３回愛知支部総会報告 
 
　２００５年６月１１日（土）、名鉄ニューグランド
ホテル（名古屋市）において、第３回愛知支部
総会が開催されました。総会では、中町支部
長から挨拶が行われ、続いて伴井校友会会長
から来賓の挨拶が行われました。今回の総会
では、①今後の愛知支部活動について②支部
役員改選について審議されました。今後の愛
知支部の活動については、母校への見学ツア
ーの企画、学園祭への参加、母校で開講され
ている授業への参観などの意見が出されまし
た。支部の役員改選については、現役員１１名
全員の留任と新役員１名の合計１２名の第３期
愛知支部役員が承認されました。　 
　総会の後、記念撮影が行われ同ホテル内で
懇親会が開催されました。今回の総会・懇親
会へは、１６名の校友が参加し親交を深めるこ
とが出来ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

第5回岡山支部総会  
   
日　時：２００５年１０月２９日（土） 
　　　　１８：００～２１：３０ 
場　所：「三光荘」 
　　　　岡山県岡山市古京町１-７-３６ 
　　　　TEL．０８６（２７２）２２７１ 
　　　　（岡電バス「県庁前」下車徒歩２分 
　　　　JR岡山駅よりタクシーで１０分） 
参加費：無料 
　　　　◆当日の議事（予定） 
　　　　　１８：００～１９：２０：支部総会 
　　　　　１９：２０～２１：３０：懇親会 
　　　　　２１：３０～　 　：有志による交
　　　　　　　　　　　　　流会 

ご案内
 

　第５回沖縄支部総会報告 
 
　沖縄支部（１９９９年９月設立）の５回目の支部
総会を２００５年３月５日（土）に「美の花・国際
道り店」にて開催されました。総会・懇親会には、

春休みを利用
し帰省してい
た沖縄県出身
の在学生５名
を含み、２０名
が参加しまし
た。総会では、
まず岩村校友

会常任幹事（法学部教授）の挨拶、勝部校友
会副会長の挨拶、具志堅支部長の挨拶、出席
者の自己紹介が行われた後、議事に移ってい
きました。今回の総会は、役員改選期にあたり、
新任２名を含め１０名の役員が選出されました。 
　また、沖縄支部の事務局を置き支部役員２
名が事務局を担当し、支部活動強化を図って
いくことが承認されました。総会後に行われ
た懇親会では、和やかな雰囲気のなか行われ、
校友の親睦を深めることができ、有意義な総
会となりました。 
 

◇東京支部◇　　支部長　宮松　久浩　 
・勤務先　伊藤忠ウインドウズ株式会社　　
　　　　　関東営業所　所長 
・ＴＥＬ０３－５５４９－４４５１　　 
・Ｅ-mail：miyamatsu＠itcw.co.jp 
 
◇愛知支部◇　　支部長　中町　守人　 
・住所 〒５４７－０８０２ 
　名古屋市南区要町５－８６（有）中町印刷 
・ＴＥＬ０５２－６１２－０１２０ 
 
◇石川支部◇　　支部長　松井　信司　 
・住所 〒９０２－０９３５ 
　金沢市石引１－１３－１４ 
・（携帯電話）０９０－８２６７－５１７２　 
・Ｅ-mail：smatui＠po３.nsknet.or.jp　 
 
◇岡山支部◇　　支部長　津嶋　講一　 
・住所 〒７０６－０２２４ 
　玉野市八浜町大崎１８４３ー１ 
　（有）オレンジ薬局／代表取締役　 
・勤務先　０８６ー２６１ー２２６６ 
・ＴＥＬ０８６３－５１－３７６６（自宅）　　　 
 
◇香川支部◇　　支部長　石塚　央　　 
・住所 〒７６３－００７２ 
　丸亀市山北町５２９－１ 
・（携帯電話）０９０－５１４４－７０９６ 
 
◇高知支部◇　　支部長　小橋　光生　 
・住所 〒７８０－００６４ 
　高知市和泉町１１－１６ 
 
◇広島支部◇　　支部長　枡田　博昭　 
・住所 〒731－0137 
　広島市安佐南区山本８ー１３ー１２ 
 
◇福岡支部◇　　支部長　力武　英登　 
・勤務先　㈱不二越・九州支店　 
・ＴＥＬ０９２－４４１－２５０５ 
 
◇沖縄支部◇　　支部長　具志堅充彦　 
・住所 〒９０４－２２１４ 
　具志川市字安慶名３０９　 
・ＴＥＬ０９８－９７２－３３８８ 
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事務局 

校友会事務局直通電話が設置されました。

ご意見・お問い合せがありましたら、遠慮

なくお電話ください。事務局担当職員が

懇切丁寧にお答えさせていただきます。 

◎電話番号（ＦＡＸ兼用） 

　０７２９－４１－８２６８ 

Ｑ．「校友会費２０，０００円は年会費ですか？」 

Ａ．校友会費２０，０００円は、年会費ではな

　く終身会費です。 

　１度会費を納めれば以後会費納入の

　必要はありません。 

※注：２００１年以降の入学生（編入生を

除く）については、在学中に校友会費を

委託徴収させていただいておりますので、

会費納入の必要はありません。また、２００

３年度以降に入学した編入生については、

卒業後に、委託徴収金の残額の１万円

を納入する必要があります。　　 

一．君に会えてよかった 
生駒の緑萌え　花の香る地球を 
胸に刻む季節　道は遠く遠く 
希望（のぞみ）はるか彼方 
されどわれらが白き学舎に 
生きる力たくわえつつ 
大阪経法大　あゝ 　ゝ経法大 
 
二．君の厚き友情　信貫の山に似て 
春は青くさやかに　秋は紅く染まる 
時代こえてこえて　理想めざす心 
今はわれらが白き学舎に 
愛と誠育みつつ 
大阪経法大　あゝ 　ゝ経法大 
 
三．君の潔き悩みを　生駒に洗う朝 
君の深き喜び　風に語る夕べ 
共にいつかいつか　強く生きる為に 
明日もわれらが白き学舎に 
青春の血わきたてつつ 
大阪経法大　あゝ 　ゝ経法大 

本学の学歌「われらが白き学舎に」が第
一興商の通信カラオケＤＡＭに収録され
ています。 
カラオケに行く機会があれば索引で校歌
を検索し、一度学歌を歌ってみてください。
きっと学生時代の懐かしい思い出が蘇っ
てくるでしょう。 
大阪経済法科大学ホームページ
http://www.keiho-u.ac.jp/からダ
ウンロードできます。 (MP3 ファイル) 
※再生するためにはmp3形式に対応
したオーディオプレーヤーが必要です。

１．　幹事会報告 

4．　校友会事務局直通電話設置 
 

２．　第４期校友会役員 

5．　校友会費に関するQ&A

 

■第２７回（２００５年度第１回幹事会） 

日時：２００５年６月４日（土）１６時 

場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生寮）２階会議室 

議題：①２００４年度校友会事業報告（案） 

　　　及び収支決算書（案）について 

　　　②第４期校友会幹事の選出につ

　　　いて 

審議の概要：第２７回幹事会では、２００

４年度校友会事業報告（案）と収支決算

書（案）について審議され、承認されました。

引き続き、第３期校友会幹事の任期満了

に伴い、第４期校友会幹事について審議

され新幹事が選出されました。 

 

■第２８回（２００５年度第２回幹事会） 

日時：２００５年６月４日（土）１６時５０分 

場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生寮）２階会議室 

議題：①第４期校友会役員の選出につ

　　　いて 

　　　②２００５年度事業計画（案）及び

　　　収支予算書（案）について 

　　　③第７回校友会総会及び懇親会

　　　開催要領（案）について 

審議の概要：第２８回幹事会は、第２７回

幹事会で選出された新幹事会メンバーに

より開催されました。審議の冒頭、「校

友会役員の選出方法に関する申合せ」

（１９９９年６月２６日総会承認）に基づき、

会長、副会長、常任幹事が幹事の互選

により、選出されました。引き続き、２００５

年度事業計画（案）及び収支予算書（案）、

第７回校友会総会及び懇親会開催要領

（案）について審議され、承認されました。 

 

■第２９回（２００５年度第３回幹事会） 

日時：２００５年７月１６日（土）１時３０分 

場所：ホテルニューオータニ大阪 

　　　Ｂ１カトレアの間　　　 

議題：①第７回校友会総会・懇親会に

　　　ついて 

　　　②愛知支部総会の報告について 

　　　③幹事会の機能強化について 

審議の概要：第２９回幹事会は、第７回

校友会総会開催日当日に開催されました。

審議では、幹事会後に行われる総会及

び懇親会の内容及び役割分担の最終

チェックを念入りに行いました。引き続き、

６月１１日に開催された第３回愛知支部総

会の報告が行われました。審議の最後に

は、校友会事業の充実に向けて、幹事会

機能強化についての意見交換が行われ

ました。主な議論は、校友会事業計画の

立案力と計画執行力をいかに高めるか、

そのための各幹事の役割を明確にする

というものです。具体的には、幹事会機

能の強化のために組織部会、企画部会、

広報部会等の専門部会を設置し、幹事

全員が専門部会での役割を担っていこう

という議論になりました。詳細は、次回の

幹事会で議論し決定することになりました。 

 

 

■第３０回（２００５年度第４回） 

日時：２００５年８月６日（土）１６時 

場所：Ｉ.Ｓ.Ｄ布施（留学生寮） 

　　　２階会議室 

議題：①第７回校友会総会実施結果に

　　　ついて 

　　　②幹事会の機能強化（２００５年度）

　　　について 

　　　③校友会報第１０号の発刊につ

　　　いて 

　　　④経法祭参加企画について 

審議の概要：第７回総会開催後、初め

て開かれた第３０回幹事会では、総会の

実施結果に関する詳細な報告が行われ、

次回総会に向けての意見交換が行われ

ました。引き続き、前回幹事会で審議され

た幹事会の機能強化について継続意見

交換され、専門部会として、組織部会、企

画部会、広報部会、１０周年事業部会を

設置することが確認されました。合わせて、

全国に設立されている九つの地域支部

と幹事会との連携・協力関係を強化する

ために各地域支部担当者が確認されまし

た。その他、校友会報第１０号発刊内容

が確認され、経法祭参加企画については、

各地域支部からの参加を含めて、企画検

討することになりました。 

 

3．　学歌 

経法祭
参加企

画案内
 

 

第２９回幹事会の模様 

◎顧　問　（新任）藤本和貴夫　学長 
 
◎会　長　　　　　伴井敬司　　１期生 
 
◎副会長　　　　　安田公治　　２期生 
　　　　　　　　　勝部恒夫　　５期生　
　　　　　　　　　沢　　勲    　学長補佐 
 

◎常任幹事　　　　 
　　　　阪本　誠　　　４期生　 
（新任）八瀬林　肇　　６期生　　　　　　
　　　　北垣義弘　　　７期生　　　　　　
　　　　斉藤公晴　　　９期生 
（新任）中津広志　　１３期生　　　　　　
　　　　柴田　剛　　１４期生 
　　　　徳原祥隆  　  事務局長 
　　　　岩村　等  　  学生部長　　　　　　
　　　　丸井龍夫    　事務局長補佐　　　　
　　　　西澤十三夫　  学生部次長 
（新任）山中雅登   　 庶務課長 　　　　　
（新任）金谷成哲　　学生課長 
 
◎幹事　 
（新任）橋本　堅　　　１期生 
　　　　石神利一　　　４期生 
　　　　山田忠宏　　　４期生 
　　　　前吉克明　　　８期生       　　　　
　　　　政宗正章　　　８期生                 
　　　　濱田剛史　　１３期生 　　　　　
　　　　溝上容子　　１３期生                 
　　　　加藤真司　　１７期生   
（新任）直田明剛　　１７期生 
　　　　宮本英浩　　１７期生 
　　　　山下博将　　１９期生　　　　　　
　　　　三戸泰樹　　２０期生                 
（新任）澁田博之　　２０期生 
　　　　出口　寛　　２３期生                 
（新任）高岡　恵（旧姓　岡本）２４期生　　　
（新任）石山陽浩　　２５期生           　　 
（新任）前澤亜紀　　２７期生   　　　　　
（新任）森治直利　　２８期生 
（新任）本澤慎司　　３１期生 　　　　　
（新任）吉田隆顕　　３１期生  　　　　　
（新任）比山節男　　法学部教授 　　　　
（新任）山本広太郎　経済学部教授　　　　
　　　　勝　英雄    　教養部教授　　　　　
（新任）春山利夫　　事務局次長　　　　　
　　　　竹谷育久  　  財務部長 
　　　　里村　茂   　 就職課長               
　　　　伊奈健二　　経済学部客員教授　　
　　　　福本憲男   　 法学研究所客員教授　
（新任）高岡幸一　　就職課課長補佐　　　
（新任）金城栄昌　　学生課課長補佐 
 
　枡田博昭　　　３期生（広島支部支部長） 
　具志堅充彦　　８期生（沖縄支部支部長） 
　中町守人　　　１期生（愛知支部支部長） 
　石塚　央　　　８期生（香川支部支部長） 
　津嶋講一　　　４期生（岡山支部支部長） 
　松井信司　　　６期生（石川支部支部長） 
　宮松久浩　　　９期生（東京支部支部長） 
　力武英登　　　７期生（福岡支部支部長)  
　小橋光生　　　１期生（高知支部支部長) 
 
 
◎会計監査　　　　 
　　　　鍛冶屋佳美　５期生 
（新任）福井和夫　　６期生      

●２００５年経法祭開催 
今年も在学生のイベント「経法祭」が１１月４日
（金）～６日（日）の三日間の日程で開催されます。
（＊但し、４日は前夜祭） 
校友会は昨年に続き、卒業生が懐かしいキャ
ンパスに集い交流を深めることができる企画を
準備中です。詳細が決まりましたらホームペー
ジに掲載（１０月中旬予定）しますので是非ご
覧ください。家族連れ、友人を誘って、母校に
遊びに来てください。 
※校友会ホームページへは、大阪経済法科大
学ホームページのトップページ「卒業生の方へ」
からお入りください。 
 
●昨年の「経法祭」には、多数
の卒業生が参加 
　昨年は、校友会専用のテントを準備し、「卒
業生のお店」を出店しました。「香り高いコー
ヒーと美味しいパン」を売り物にした「卒業生
のお店」は好評で、パンを追加で２回焼き上げ
るなど大繁盛でした。また、「卒業生のお店」
には、ホームページの案内を見た卒業生が多
数駆けつけてくれました。懐かしい顔ぶれ、初
めてお会いする人など、テントの横では、いつ
の間にか卒業生が集まり、特設の「居酒屋」が
でき、交流を深めました。 
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●第３１回卒業式を挙行 
－７１７名が社会へ旅立つ－ 
 

●４月３日（日）２００５年度　 
　第３５回入学式を挙行 
 

●新入生父母教育懇談会、 
　経済学部・法学部で 
　合計約６５０名が参加  
 

　２００５年度新入生オリエンテーションセミ
ナーが、４月４日(月)～９日(土)の６日間にわ
たって開催された。 
　一日目＜４月４日(月)＞は、ＯＳ全体会とし
て経済学部・法学部の新入生履修ガイダンス、
学生生活オリエンテーション、本学の特色あ
る教育システムや有意義な勉学生活を保障
するための基本知識・ルールなどの周知を
目的として実施された。 
  二日目以降＜４月５日(火)～９日(土)＞のＯ
Ｓでは、入門演習の第１回目の授業として、
クラスごとにミーティングを実施し、時間割
の作成や大学での学修方法などについて
説明が行われた。その後、学生団体による
歓迎イベント（クラス対抗戦など）や大学の
麓にある心合寺山古墳見学などを通じて、
新入生相互の親睦・交流が図られた。また、
法学部入門実習クラスの３クラスが大阪地
方検察庁への見学を実施した。 
　今回のＯＳは、学生スタッフの協力により、
新入生のみなさんに一日でも早く大学の学
生生活に慣れていただけるような、幅広い
プログラムが準備された。 
 
 
 

●新入生 
　オリエンテーション 
　セミナー（ＯＳ）を開催 
 

　入学式終了後、午前11時15分から新入
生父母教育懇談会が5号館の5100号室・
5200号室で開催された。懇談会には、経
済学部・法学部、合わせて約650名のご父
母の方々が参加された。 
　新入生父母教育懇談会は、入学式に参席
される新入生のご父母を対象に、本学の教
育システムや教育後援会事業の説明などを
行うことを目的として実施されてきた。今回
は、入学式が日曜日に挙行されたこともあっ
て、遠方からも多くの方々にお越しいただく
ことができた。 
　学部別に会場を分けて行われた教育懇談
会では、能塚経済学部長、村下法学部長の
挨拶に続いて前堀教育後援会会長の挨拶が
行われ、大学と父母が協力していくことの必

要性が強調された。懇談会では、教育説明
会として教育システムの説明、教員紹介、就
職サポートの説明などが行われた。父母の
方からは「今後の学生生活についての不安
が軽減した」「在学中のカリキュラム、就職
に向けてのバックアップシステムがしっかり
しているので大きな希望が生まれました」
など様々な意見を聞くことができた。 

　4月3日（日）、総合体育館「尚淑館」で
2005年度第35回入学式が挙行され、経
済学部472名、法学部503名、編入生14
名の合計989名の新入生たちが晴れて入

学の日を迎えた。式当日はあいにくの雨模
様にもかかわらず、数多くの新入生、ご父
母および来賓の方々が入学式に足を運ば
れた。  
　入学式では、最初に経済学部生の森田
圭祐さん、法学部生の岡村里絵子さんが
それぞれ新入生を代表して宣誓を行った。
続いて、藤本和貴夫学長から式辞、岩崎健
二八尾市助役から祝辞が述べられた。　
また各学部長および教養部長の紹介が行
われた後、在学生を代表して学友会執行
委員長の大谷元気さんが新入生に歓迎の
ことばを送った。最後は、開式前に練習し
たばかりの学歌「われらが白き学舎に」を
全体で斉唱し、入学式を閉式した。 
　入学式終了後は、雨も上がり時折雲間か
ら青空ものぞく中、多くの新入生が在学生
による新入生歓迎イベントに参加し、各種
ゲーム大会やイベントなどを楽しんだ。 

　本学第31回卒業式が3月18日（金）午
前11時より本学総合体育館『尚淑館』にお
いて挙行された。各界からの来賓、父母、在
学生など多くの方々の祝福のもと、経済学
部398名、法学部319名、計717名の卒
業生が晴れて社会へと旅立った。 
　式典では、冒頭、出席者全員で学歌「われ
らが白き学舎に」を斉唱した後、藤田整学
長より経済学部卒業生を代表して金美善さ
ん、法学部卒業生を代表として加々良昇和
さんに学位記が授与され、卒業生への激励
の言葉が述べられた。続いて大阪経済法科
大学校友会の伴井敬司会長から祝辞をい
ただいた後、「学長賞」「学部長賞」「スポー
ツ敢闘賞」「文化活動特別賞」の授与が行
われた。 
　各賞授与の後、卒業生を代表して高舘哲
郎さんが挨拶を行い、「4年間、大学で学ん
だ知識や経験をこれからの人生に役立てた
い」と社会で活躍していく決意を語ってく
れた。最後に全体で「蛍の光」を斉唱し、卒
業式は厳粛な雰囲気の中で閉式となった。
　卒業式の後は、演習別の教室に分かれて
学位記が授与され、学生生活を共にしたゼ
ミ生仲間や担当教員とともに、卒業の喜び
を分かち合った。 

●「学生ボランティア 
　・パトロール隊」が、 
　八尾市教育委員会より 
　表彰 
　 

　３月１０日（木）、本学「学生ボランティア・
パトロール隊」が、八尾市教育委員会から
表彰を受けた。本学学生を代表して増田

祥明（法学部４回生・０４年度卒）さんが、森卓
八尾市教育長より感謝状を受け取った。 
　「学生ボランティア・パトロール隊」は、昨
年１２月２１日、八尾市教育委員会と本学のク
ラブ学生が協力して、地元の児童・生徒の安
全確保のために結成された。 
　当時は、奈良県の女児誘拐事件が発生し、
八尾市でも児童や小中学生への犯罪未遂
などが相次いでいた最中、小学校、ＰＴＡを
中心に児童、小中学生への防犯や安全対策
が喫緊の課題となっていた。そこで、日頃、
本学クラブ生がトレーニングの一環として行
っている大学周辺のランニングのことを知
った市教育委員が、ランニングコースを八尾
市立中高安小学校（約３キロメートル）方面
へ変更し、その間にある小学校や中学校の
下校時間帯に合わせた、防犯パトロールを
兼ねたランニングをしてくれないかとの要
請があった。本学のアメフト、サッカー、陸上、
ラグビー、ソフトボール、空手道部などの体
育会クラブ生たちだけではなく、学友会執行

委員会や文化会本部の学生たちもこの提案
に賛同し、地域ボランティア・パトロール活動
が開始された。 
　小学校の２学期終業式の日から、３学期始
業式から終業式までの３ヶ月間、延べ約２５０
名の学生たちがパトロール活動に参加し、
子ども達の安全を確保することに努めた。 
　中高安小学校校長から「今回のパトロー
ルの実施により、子どもの安全確保ができ
たことに感謝しています」とお礼の言葉を
頂いた。 
　また、参加したクラブ学生達も「子ども達
に声をかけることだけでも、犯罪から子ども
を守ることになったことをうれしく思います。
地域に対する意識も変わりました」と感想を
述べた。 
　なお、３月２４日（木）八尾市立小学校の終
業式を最後に、本学「学生ボランティアパト
ロール隊」は、地域の子ども見守りパトロー
ル任務を無事終えることができた。 
 

●２００５年度オープンキャンパス開催 

　本学では、大学の魅力を広く高校生、受験生に知ってもらうために
今年もオープンキャンパスを開催した。 
７月３１日（日）は、２４時間チャリティーマラソンで見事１００㎞を完走した、
あの丸山弁護士が昨年に引き続き登場。 
「法は人生の力強い味方だ！」と題した講演会が開催され、多数の参
加者に感動と勇気を与えてくれた。 
　講演会では、時事問題などを素材に「法律
とは何か」という事を分かりやすく説明。ほか
にも弁護士という仕事のやり甲斐についてや、
テレビ番組や間近に迫ったチャリティーマラ
ソンに向けての練習の舞台裏のお話など、様々
な話題が飛び出した。中でも印象的だったの
は、職業としての弁護士の可能性についての
お話。「弁護士という仕事は、安定した収入を
得られる、というだけでなく、人の役に立ち、
困っている人を助けることができ、どんな場

所や環境でも
求められる職
業。都市部で働
くだけでなく、
“無医村”(過疎
地などで、医師
が地域に一人
もいない状態)
のように弁護士
が一人もいな
い地域に赴き、そのエリアの法的問題をすべてサポートしていく
こともできる。ニーズは高まる一方なので、様々な可能性を秘め
た職業です」といった趣旨のお話には、受験生や保護者はもちろん、
本学関係者も深く納得した。 

　合計３回（４日間）開催されたオープンキ
ャンパスには、関西を中心に仙台、山形、沖
縄など、全国各地から多くの方々に参加し
ていただき、キャンパスツアー、学長による
大学紹介、経済学部・法学部カリキュラム紹
介、公務員・警察官として活躍する本学ＯＢ
講演会、模擬授業など、様々な企画を通じ
て大阪経済法科大学を知っていただくこと
ができた。 
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２００５年度大学事業計画報告 
 

２００５年度大学事業計画が 
大学会議審議を経て理事会で決定 
 

２００５年度大学事業計画の概要 

　２００５年度入学試験では、１８歳人口が前年
より５万人減少する中で大学数が更に増加し、
大学間競争が激化する中にあっても、推薦
試験では志願者数が２０３２名と、３６．３％増加し、
一般試験においても、志願者２０００名と２００４
年度の志願者数１９１０名から４．７％増加、総志
願者数においても４０３２名（２００４年度３４０１名、
留学生・社会人・編入学試験を除く）、１８．６％
の増加という好結果を収めることができた。 
　そのため、競争倍率は、一般Ａ試験で経済
学部３．１６倍、法学部４．８９倍、一般Ｂ試験で経
済学部２．０１倍、法学部３．５０倍、一般Ｃ試験で
経済学部２．２３倍、法学部４．７８倍となった。 
　これらは、将来の進路にあわせたコース制
カリキュラムやＳコースを中心とした学習バ
ックアップ体制など本学の教育内容が高く評
価された結果であると言え、今後とも更なる
教育体制の充実を図っていくことが重要で
ある。 

２００５年度 
入学試験結果報告 

　本学では、大学の主な財源である学生生
徒等納付金を、全て、教育研究の充実と大学
の発展に向けて、より有効に活用するため
大学予算制度を導入しています。予算規模
は約５０億円で、人件費支出、教育研究経費
支出、管理経費支出等に充当されています。 
　教学内容の整備、各種資格試験講座の充実、
学生サービス向上、学生のキャリア開発、国
際化・情報化推進等の重要課題に予算の重
点的配分を行うとともに、諸経費の節減に
取り組んでいます。 
 
 
 
経済学と法学を中核とし、多様・多彩な学生
に対応した魅力あふれる教育を創造します  
 
　法学部や経済学部におけるコース制を一
層充実し、モデル別履修例の提示や新規科
目の開講等、多彩な教育内容を提供します。
各学部にコース責任者を配置し、４年間一貫
した学士課程教育の創造に努めます。 
　また、コースや習熟度に対応したクラス編
成を行い、時間割編成を整備し、集中講義や
特別講義を充実するなど、多様・多彩な学生
に対応したカリキュラムの開発を推進します。
授業要綱(電子シラバス)の充実や授業評価
アンケート等を活用し、全教員が「魅力ある
授業」の創出に取り組みます。 
 
正課授業の充実を図り、特修・資格講座との
連携を一層強化し、資格合格者の増加を目指
します 
 
　正課授業をより一層充実させるとともに、
特修講座・資格講座との連携を緊密にし、講
座内容を整備します。 
　法職講座は、法学検定講座の新規開講に
より、法科大学院等の法曹コースと連携し内
容を充実させます。会計職講座は、経済学
部ビジネスコースの「簿記実践」等との連携
により簿記検定等の合格者数の拡大を目指
します。 
　また、公務員志望学生への支援をさらに
充実させます。法学部公務員コースと連携し、
公務員採用試験の教養試験科目が正課の
授業として新規開設されます。１年次からの

４年間一貫した学習支援体制を一層整備し
ます。さらに、エクステンションセンターでは、
正課授業での公務員試験対策との連携を
さらに強め、１年次から受講できる講座開設
を増やすなど、公務員志望学生への個別相
談やガイダンスの充実を積極的に推進して
います。 
 
国際化時代、ＩＴ社会において活躍する人材
を育てる教育システムを構築します 
 
　「東アジアの未来図―対立から競生へ―」
をテーマに、日中韓３カ国の参加により国際
大学交流セミナーを開催するとともに、「中
国等体験プログラム」や「協定留学プログ
ラム」に加え、新たに海外インターンシップ
の取り組みも開始します。 
　また、「教育の情報化」に向けた環境を
整備するため、ギガビットイーサネットへの
移行や、Ｗｅｂの充実、学生ポータルサイト
の試験的導入、教室で使用する視聴覚機器
の整備等を行います。 
　 
「学習支援センター」を設置し、 
学修支援を強化します 
 
　目標を持って、４年間、学生生活を過ごせ
るように、学業と学生生活の両面で支援す
るために「学習支援センター」を設置します。 
　また、入学前教育・導入教育を再整備し、
教員とサポートスタッフが共同で学生の修
学支援に取り組み、各自の個性と学習意欲
に応じた教育をめざします。導入教育から
将来の進路に対応したコース別専門教育
へと導く、きめ細かな学修支援を実施します。 
 
希望する進路の実現に向けた、 
総合的キャリア支援を強化します 
 
　入学時から卒業までのキャリア開発を引
き続き強化します。キャリア教育を各学部
のコースカリキュラム上に位置づけ、「職業

的専門教育」を支援します。 
　また、インターンシップの教育効果を高め、
質的・量的な充実を図ります。Ｗｅｂを活用
することによって、就職情報の提供や活用
等を強化し、学生の就職を力強くサポート
します。 
 
施設・設備をより一層充実し、 
快適な学生生活をサポートします 
 
　快適な学生生活をサポートするために、
図書館開架スペースの整備、５号館の一部
トイレ改修、ケヤキ広場の整備等のキャン
パスの充実およびスクールバスの買換え等、
施設・設備のさらなる充実を図ります。 
 

　近年、多種多様な意識を持った学生が大学へ進学するようになり、年々
大学へのニーズも多様化しています。そのような環境の中で、４年間と
いう貴重な時間を有意義に過ごせるよう、学習・教育支援活動の充実
が求められています。 
　今回の特集では、本学で試験的に実施しているメンター制度を中心
に、教員や学生の声を聞きながら充実した学習支援を紹介していきます。 

学生一人ひとりのニーズを敏感に捉え学生の活力を引き出す 
 

先輩学生による 
後輩学生のための 
サポート 

経済学部　 
深瀬　澄  助教授 
 
 

メンター制度 

　本学では本年度から学習支援センター
が設立され、さらにメンター制度が試験
的に実施されています。メンターとは、相
談相手、指導者といった意味で、先輩学生
が後輩の学習に対して自分の経験などか
ら相談にのり、助言を与え、後輩の成長を
支援するという制度です。この制度は、授
業を受ける学生のみならず、教員にもメ
ンターの学生自身にも有意義なことなの
で、効率的に活用していきたいものです。
教員にとっては、新しいアイディアを出し
て挑戦していかなければならないと考え
ています。 
　まず、受講学生について考えると、メン
ター制度が本格的に機能すれば、授業内
容の理解度が劇的に深められるはずであ
り、本学から各種資格取得、大学院進学、
国家公務員採用などの試験合格者が大
量に増加するようになるのではないかと
期待しています。医療機関で良い治療を
するには医師の水準の高さだけではなく、
患者の細かいケアをする看護士の支援体
制が大きな役割を果たしています。同様
のことは、教育の現場にも当てはまり、学

生への支援体制は、授業内容の消化不良
を改善し、理解を助けるという意味で重
要であると思われます。 
　教員についても、メンター制度の導入
により、教育方法の可能性が拡がるでしょ
う。私が特に期待するのは、ゼミ運営の支
援です。テーマは多種多様ですが、ゼミ
で学ぶ内容は、読む、調べる、考える、書く、
話すということです。これらのことは、教
員が論文を書き、学会で報告しコメントす
るといった日常の研究活動において行っ
ていることで、最も得意とするところなの
ですが、指導方法が難しくて悩むところな
のです。 
　今のゼミでは最初に学習の手順を詳し
く説明しますが、学生はなかなかイメージ
をつかんでくれないことがあります。そこ
で、手本となる具体例を見せたいと思う
のですが、自分の専門分野の研究を紹介
したのでは、はじめてゼミを体験する学
生には、レベルが違い過ぎて、拒絶反応を
おこしてしまいます。そこで、先輩である
メンター学生にゼミの成果を
披露してもらい、等身大に近
い具体例を示すことができれば、
学生もやってみようという気
になり、ゼミの学習効果が格
段に改善させるのではないか
と期待しています。 
　次に、メンターを体験するこ
との意義について考えましょう。
メンターの学生は、大学の勉
強を教える側からみることで、
理解が深まるばかりでなく、リ
ーダーシップも身に付くと思

われます。現在、私のゼミでメンターを務
めてくれている阪本君には、昨年度の研
究成果を報告してもらったり、ディベート
劇の台本作りを手伝ってもらっています。 
　メンターに限らず、本学の在学生は優
れた能力をもっています。しかし、多くの
学生はそのエネルギーをアルバイトを中
心とする学外の産業・経済の活動のため
に注いでいます。ところが、メンター制度
が導入されることで、これまで学外に流
失していたエネルギーの一部が、本学に
還元されることになります。しかもその主
たる目的は、後輩の教育に向けられて伝
承されるのですから、時間経過とともに
人的な投資効果が学内に蓄積されていく
ことになります。これは、経済学的にみて
も本学にとって非常にメリットがあること
だと思われます。われわれ教員は、この良
き制度を効率的に活用し、本学独自のメ
ンター制度を構築していきたいと考えて
います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

法科大学院合格！！ 
 　2005年2月に実施された、近畿大学法

科大学院入試Ｂ日程で、平田尚正（法学部4
回生・04年度卒）さんが、法科大学院未修
者コースに合格されました。 
　本学のＳコース・法職講座では、2004年
度より法科大学院入試対策講座を開設し、
学費免除や奨学金制度などの充実を図って
きました。平田さんは、この講座を受講し見
事、法科大学院進学を果たすとともに合格
奨学金として100万円の給付を受けました。
これからも法科大学院をめざす学生の皆さ
んのためにサポート体制を充実させ、多く
の合格者を輩出したいと考えています。 


